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海外に行って気づくこと

林　正太郎（加工食品）

　先日、立て続けに海外へ出かけて参りまし

た。韓国とシンガポール、それぞれ３泊４日

です。日本にいては気が付きにくいことを海外、

現地に行くとその違いを強く感じる、そんな

経験をしてまいりました。

　韓国には毎年実施している社員研修で、21

名と大人数で行ってきました。韓国の農業の

視察や食をはじめとする文化の勉強です。韓

国人の野菜の摂取量は世界でもトップレベル

で、なんと日本人の２倍近くも食べています。

日本人は野菜好き、とイメージされる方も多

いかと思いますが平均摂取量はどの年代も一

日に280ｇ程度と多くはありません。韓国で

は主菜にも野菜が沢山、副菜にあたる小鉢類

もキムチやナムルや海苔などが沢山でて、外

食ではお代わり自由。また発酵食品や辛い味

付けもあり、塩分が少なくて味をしっかりと

感じるものばかりです。日本よりも野菜を手

軽に沢山食べる食文化がありました。

　シンガポールでは世界大会の開会式、また

茨城ナイトに参加してまいりました。とても

素晴らしい経験を致しましたが、驚いたこと

ばかりです。まずは物価の高さで、食べ物の

価格は日本と比べると２～３倍です。ビール

１杯2,000円、2,500円のラーメンも食べて

きました。そして人種の多さ。外国人労働者

や観光客が非常に多く活気があり、大都会で

あり、ゴミが散らかっていないきれいな街並

みでした。

　最近の日本では物価高からの節約志向が強

まっており、より安いものを求める風潮にあり

ます。コストを下げる努力は日本の得意とする

ところではありますが、円安もある中で安さを

求めている現状、様々な輸入品で買い負けが起

こっており、質の低下につながっているものが

あります。今や日本は安い国・・・？少し日本

から離れた地で日本のことを考えると今後やる

べきことが見えてくるような気がします。



◇ 国際奉仕委員会

大関竜太郎 委員長

　本年度、国際奉仕委員会では

ベトナム支援事業11年目にな

ります。５月にホーチミンを

訪問し、連携している WWS

（Warm�Wind�Society）団体

との交流を行いました。

　過去に米山奨学生として水戸で生活したアン

さんが母国に帰って、日本に恩返しがしたいと

ホーチミンのボランティア団体と水戸ロータ

リークラブを繋いでくれたのが11年前でした。

そこから水戸ロータリークラブは毎年、アン

さんが所属するWWSと連携してホーチミンの

子供たちに教育支援を行っています。

　本年度は、2023年８月12日に Gia�Lai省

Nay�Der小学校にて実施された教育支援活動

　2023年９月25日にBinh�Thuan省My�Thanh

小学校にて実施された中秋祭支援活動

　2024年４月３日に Nghe�An省 Nam�Giai

小学校にテーブル・椅子90セット寄付活動

　2024年４月15日に Nghe�An省 Nam�Giai

小学校にて井戸建設

　Nay�Der小学校及びMy�Thanh小学校、Nam�

Giai小学校３校ベトナムの小学生300名を対象

として机・椅子セット寄付など、教育支援活動

や井戸建設によるインフラ整備による生活支援

に繋がりました。

◇ 社会奉仕委員会

秋葉　良孝 委員長

　奉仕活動茨城ガイドブック
「見て覧（ミテラン）」の作成

　①みやぎん寄席　②水戸城大

手門の水戸市内２か所を選定し

茨城ガイドブック「見て覧（ミ

テラン）」へ掲載されました。

2023年11月４日・５日に開催された地区大会

でも地区内全会員へ配布されています。水戸の

魅力的な場所を掲載し幅広く発信できました。

　水戸市子ども支援の実施・ウクライナ文化イ

ベントの支援として、家庭環境、社会・文化体

験が乏しい子供達が通う無料塾「すてっぷ」（市

内８か所）への支援、常磐大学に避難留学して

いるウクライナ学生支援を個別事業で行いまし

た。留学生との交流は社会・文化体験や異文化

交流となるうえウクライナ文化発信とも相乗効

果があると考え、学生を講師とし【ウクライナ

の文化を知ろう】テーマのもとウクライナに関

する講演・ゲームや２か国の菓子、茨城ガイド

ブック「見て覧（ミテラン）」100部配布を行

いました。３月９日（土）「すてっぷ赤塚」で開

催、子供、保護者、ボランティア、清水会長含

めメンバーも多数参加し計60名で開催となり、

学びの機会を創出しにぎやかな雰囲気で充実し

た時間となりました。

　2024年６月８日（土）、千波湖水質浄化推進協

会と協働し、千波湖にて水質改善や生物多様性の

実現を目的としたビオトープの造成を行いました。

◇ 青少年奉仕委員会

富田　敬子 委員長

　今年度の青少年奉仕委員会

は、水戸ＲＣ創立70周年記念

奨学金プログラムとして常磐

大学の学生各学年１名、計４

名に奨学金を贈呈し、それぞ

れの奨学生が例会の卓話で将

来の夢について語りました。

　次に、今年度も水戸市こども部を通じて、ひ

とり親世帯の新入学児童に記念品（図書カード）

を贈呈しました。

　さらに今年度は、ローターアクト委員会、

インターアクト委員会と積極的な連携を図りま

した。令和５年８月に水城高校で開催された

RI第2820地区第26回インターアクト年次大会

に参加。また、令和６年３月には、ローターア

クト委員会が企画した学習支援事業「すてっぷ」

に参加して、文化交流事業を支援しました。今

回は、常磐大学の留学生であるソーニャ・マシ

チェンコさんが講師を務めました。

　一方で、成果をあげることができなかった事

業もあります。青少年長期交換プログラムは、

締切日を延長するも、今年度も応募者がありま

せんでした。この事業については、日本側で留

学生を受け入れてくれる家庭の確保が難しいと

【卓　話】 今 年 度 委 員 会 実 績 報 告



◇ 退会挨拶

� 本多　隆之�会員

　この度、６月27日付けで新

しい会社へ異動となります。

水戸ＲＣに入会してから３年

弱お世話になりました。入会

時点ではコロナ禍だったこと

もあり皆様にご挨拶する機会

も少なかったですが、徐々に例会でもお話がで

きるようになり会場委員会や親睦活動委員会で

も仲良く活動させていただきました。また様々

な会にお招きいただき楽しい時間を過ごすこと

ができました。私の後任につきましては石井と

いう者が参ります。是非入会を認めていただけ

ればと思います。私自身は JR東日本のグルー

プ会社であります JR東日本都市開発という会

社に異動します。引き続き水戸に遊びに来る機

会もあると思いますのでお声がけいただければ

と思います。本当にお世話になりました。

� 小川　一路�会員

　４年間、水戸ＲＣの皆様と一

緒にロータリーライフを楽しま

せていただきました。４年前を

思い出すとコロナの真っ最中で

お弁当を黙食していたりと、な

かなか難しい時期だったと感じ

ました。しかし、そのような中でも卓話をさせて

いただいたり、サポート委員の時にはオンライン

で鉄道の話をさせていただき、質疑応答を楽しま

せていただいたことが思い出深いです。皆様に本

当によくしていただき、楽しい活動をさせていた

だきました。後任は下山という者が参りますので、

皆様に温かく迎えていただけると幸いです。私は

20日付けでJR東日本の子会社で車両メンテナン

スの専門会社に異動します。東京での勤務となり

６月第３例会 司会　酒井委員例 会 報 告

いう、潜在的な問題があります。交換留学する

高校生の家庭のみならず、会員家庭での受け入

れなどを、検討しております。

◇ ローターアクト委員会

髙橋　靖子 委員長

　今年度のローターアクトクラ

ブ活動は、コロナ禍から一転し

て、毎回充実した例会を行うこ

とができました。夏の納涼例会

から始まり、みやぎん寄席、普

段伺うことのできないロータ

リアンによる卓話や、水城高校インターアクト

との合同例会、他地区年次大会に積極的に参加

し、年次大会の運営方法も学んだりしました。

また、３月の「ウクライナ学生・すてっぷ支援

イベント」では、常磐大学留学生のソーニャさ

んや子供達と交流し、一人ひとりのアクトメン

バーがボランティア活動を通じて社会問題に触

れることができたように思います。４月の地区

ローターアクト年次大会はホストクラブとして、

アクトメンバーがぞれぞれの役割を果たし、立

派に茨城の魅力を参加者に十分伝えることがで

きました。このような大きなイベントをやり遂

げた充実感と団結力は、かけがえのないもので

あり、ロータリアンの皆様のご支援なくてはで

きませんでした。ありがとうございました。

◇ インターアクト委員会

篠田　吉孝 副委員長

　今年度は、８月 11日に水

城高校がホスト校でインター

アクト年次大会を開催しまし

た。インターアクター 102名、

ロータリアン合わせて過去最

大の 180名の参加となりまし

た。テーマは「innovation�for�your�future」

～あなたの未来のための改革～。講演会やグ

ループディスカッションを通じて「知ること、

対話すること、行動すること」の大切さを学び、

今後のボランティア活動などへの意識改革を行

うことができました。

　また、RYLA セミナーへも９名で積極的に

参加し、この時代のリーダーシップについても

学ぶことが出来ました。コロナ禍明け、積極的

な活動に戻ってきた１年だったと思います。



例　会　予　告

２０２４～２０２５年度
７月　２日（火）
卓話「ガバナー公式訪問を控えて」
� 第 3分区ガバナー補佐　　　
� 髙原　　裕�氏
　　「新年度就任挨拶」
� 櫻場　誠二�会長
� 佐藤平八郎�幹事
　　
７月　９日（火）
―�ガバナー公式訪問�―
記念講演「ロータリーのマジック」
　　　　　�第 2820地区ガバナー
� 大髙　司郎�氏（高萩ＲＣ）

週報担当　佐藤平八郎�委員長

……　例会欠席の方は、４日前までに事務局までご連絡下さい。……

ますが、水戸に来る機会を見つけてまた訪れたい

と思います。昨年は茨城のデスティネーション

キャンペーンで皆様にお世話になりました。あり

がとうございました。

� 山口　政美�会員

　この度、社内の組織変更に

伴い、また様々なメリットの

あるロータリアンになる機会

を別の者に与えなさいという

会社からの指示によりまして

退会することになりました。

歴史と伝統ある水戸ＲＣに2014年９月30日に

入会させていただき約10年間お世話になりま

した。多くの方と出会いがあり、様々なお話を

聞かせていただいたり人生において貴重な財産

を得ることができました。また、普通のサラリー

マン生活では得難い経験もさせていただきまし

た。後任は水戸地区の責任者で第３地域支店の

支店長郡司剛宏が着任します。引き続きよろし

くお願いいたします。私自身はつくば市内に勤

務し住まいは笠間です。プライベートでも仕事

でも水戸に来る機会は多いので個人的にもご縁

を頂ければ参加させていただければと思います

ので気軽にお声がけいただければと思います。

最後に水戸ＲＣの発展と皆様のご活躍を祈念し

て退会のご挨拶とさせていただきます。

◇ 会長の時間

清水会長

　残念ですが、小川会員、山口会員、本多会員、

ロータリーをお辞めになっても、OB会なども

ありますので是非参加していただき交流を深め

ていただければと思います。

　本多会員におきましては今週の週報に「地酒

の話」ということで巻頭言が掲載されています。

奇遇にも最後になってしまいましたが何かしら

のめぐり合わせがあったのかなと感じております。

　また本年度の実績報告ということで各委員長か

ら卓話をしていただきます。よろしくお願いします。

　今日の「先人に学ぶ」は渋沢栄一氏です。「夢

なき者は理想なし。理想なき者は信念なし。信

念なき者は計画なし。計画なき者は実行なし。

実行なき者は成果なし。成果なき者は幸福なし。

ゆえに幸福を求むる者は夢なかるべからず。」

◇ 出席報告

鈴木委員長

会 員 数 出 席 数 欠席数 本日の出席率

127名 77名 50名 64.17％

前週訂正出席率　73.77％

◇ にこにこＢＯＸ

� 山西副委員長

小川(一)会員……４年間大変お世話になりました。

水戸ＲＣとても楽しく過ごさせていただきました。

山口（政）会員……10年間お世話になりました。

くれぐれも母畑温泉での出来事はご内密にお

願い致します。

大久保会員……１年間お世話になりました。

佐藤会員……やっと梅雨ですかね。

高貫会員……ニコニコ達成しました。

吉原会員……少し早いですが、会長幹事お疲れ

様でした。

川﨑会員……清水会長、土子幹事一年間お疲れ

様です。

関根会員……会場委員会の皆様へ、一年間ご協

力を頂きましてありがとうございました。

富田会員……青少年奉仕委員会、ご苦労様でした。

中村会員……今期もお世話になりました。

本日の合計 10件 55,000円


